
チラシをみて本事業を知り、令和４年度から登録しています。奨学
金の貸与を受けている学生が増えている印象があるので、少しでも
返還支援があれば、入社してよかったと思ってもらえる理由の一つ
になると考えました。

弊社では成果報酬型の新卒紹介サービスを利用していますが、その
エージェント経由の参加者には、会社説明会時にスライドを使っ
て、この事業の登録企業であることをPRしています。この事業につ
いて知らない学生が意外と多く、登録企業ということで、改めて当
社を評価していただけることもあります。参加者の反応から推測す
ると、2～3人に1人は奨学金を利用している印象です。

IT企業というと、理系のイメージがあるかもしれませんが、情報処
理以外の理系は、文系と変わらないです。弊社では文理問わずに採
用し、基本的に全員、4月入社後約4カ月は、Javaの研修を受講して
もらいます。研修終了後はOJT形式で9月まで、先輩社員の所属先で
基本的な知識を学んでもらいます。10月以降は、引き続き先輩の指
導を受けながら、自力で頑張ってほしいと伝えています。
また、年3回の上司の定期面談とは別に、入社1～2年目の社員には、
違う現場の入社年次が近い先輩をメンターに指名し、グループでの
懇親会を2カ月に1回程度開催して、悩みなどを気軽に聞ける場を設
けています。

この事業を利用すれば、親御さんも助かるでしょうし、ご本人が返
還する場合でも奨学金の返還期間が短縮されるのは有難いことな
のではないかと思います。利用するに越したことはありません。

新入社員の奨学金返還について東京都からも同額負担してもらい、
東京しごと財団から代理返還手続をしてもらえるという制度なの
で、弊社のような中小企業であれば、この事業への登録を検討する
とよいと思います。

（注）
奨学金返還助成額［うち企業負担額］：次の①～③のうち、企業が登録申込時に希
望する額を選択します。本事業では、企業の負担額と同額を東京都が負担し、東
京しごと財団が奨学金貸与団体へ代理返還制度を活用した繰上返還により助成
金を支出します。
①年10万円［年5万円］×3年、②年24万円［年12万円］×3年、③年50万円［年25
万円］×3年
専用枠（登録者を採用できる人数）：登録企業が行う事業専用の若手技術者求人
募集のことで、奨学金返還支援対象とする採用の人数をあらかじめ明示する必
要があります。１年度当たり１社につき3名が上限です。

この事業については、弊社の採用担当者が教えてくれ
ました。大学卒業後、新社会人として給与も高くない
状態で毎月決まった額を返還するのは苦しいと思っ
ていたので、このお話をいただいたときは、本当にあ
りがたいと思いました。

面接で何度か会社に伺った際に、会社の雰囲気や社員
の方々の様子をみて、自分に合っていそうだと感じた
ことが一番の決め手です。弊社の面接を受けることに
なったきっかけは、先に弊社から内定をもらった知人
からの紹介です。IT業界は当初考えていなかったので
すが、SEの適性検査から意外と向いているかもしれな
いと思いました。

全くの未経験での入社で、システムへの理解にも時間
がかかり、最初は慣れないと感じながら仕事をしてい
ましたが、今では業務にも慣れ、日々技術力も身につ
いているという実感が得られているので良かったと
思っています。経験を積んでいくうちに徐々にできる
ようになるのが嬉しく、やりがいにつながっていま
す。
入社１年目の右も左もわからない状態の時には、入社
３～４年目の先輩がチューターとしてサポートして
下さり、本当に助かりました。今では、私が入社１年目
の新入社員のチューターとなって面倒を見ています。

技術者での就職を考えているなど、登録できる状況で
あれば、絶対に登録した方がよいと思います。登録手
続はいろいろありますが、それを加味しても登録すべ
きです。手続で迷った場合も事務局のサポートが受け
られるので、問題なく登録できると思います。


